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本紙３、５月号既報のとおり、文部科学省

に提出していた新学部・新学科、大学院研究科

新専攻（２０１０年４月開設）の設置届け出が、こ

のほど正式に受理された。内容は次のとおり。

・新学部「人間科学部」の設置

・文学部に「人文・ジャーナリズム学科」な

ど６学科を新設し、７学科編成とする

・大学院商学研究科「会計学専攻」の設置

＊新学部・学科は、８月号で紹介します。

＊大学院についてのお問い合わせは、大学院

事務課☎０４４（９１１）１２７１ またはホームペー

ジで。

経営学部の一ノ宮士郎准教

授の著書「ＱＯＥ〔利益の質〕

分析」（㈱中央経済社・０８年６

月刊）が２つの賞を受賞した。

０９年度日本経営分析学会の

学会賞を受賞し、６月６日に同学会

の全国大会で表彰された。また、第

３７回日本公認会計士協会学術賞に選

ばれ、７月８日に帝国ホテルで表彰

が行われた。

著書は、我が国ではまだ一般化し

ているとは言えない「利益の質」を

米国の先行研究を基礎に体

系的にまとめ、利益の質と

いう視点から企業評価を考

察したもの。「会計・監査

ジャーナル」７月号に選考

経過が記されており、利益の質に対

する定義、属性から、利益の質の分

析の枠組みを提唱し、実際の事例で

検証するという一貫した流れの構成

で、財務諸表利用者だけでなく、監

査人にも新たな視点を啓発している

好著であると評されている。

ネットワーク情報学部の望

月俊男講師が、国際会議

「International Conference

on Computer Supported

Collaborative Learning」

で、「Best Technology Design Paper

Award」を受賞した。

この会議は、「International Soc

iety of the Learning Sciences」が

２年に１回開催している学会で、コ

ンピューターを利用した協調学習支

援について、主に認知科学と

情報科学の両面からアプロー

チする研究領域を対象として

いる。今回から技術開発の側

面に焦点化した賞が創設さ

れ、初めての受賞者となった。

発表内容は昨年、海外の学会で受

賞した２研究のうちの１つ（昨年９

月号既報）で、学生の批判的読解を

支援するソフトウエアの協調学習支

援機能に関する開発研究。

「A
n
g
l
o- S

a
x
o
n

語

の
継
承
と
変
容
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
∥
０５
年
度
選
定

文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・

リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
、
社
会
知
性
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
／
言
語
・

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主

催
）
の
公
開
講
座
が
７
月

５
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
講
さ
れ
た
。
テ
ー
マ

は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
の

魅
力
」。３
講
師
の
講
演
を

１
０
８
人
が
聴
講
し
た
。

講
座
は
ま
ず
松
下
知
紀

言
語
・
文
化
研
究
セ
ン
タ

ー
代
表
が
「
中
世
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
の
贈
り
物
」
に

つ
い
て
講
演
。
『
ポ
リ
ク

ロ

ニ

コ

ン

（
『

万

国

史
』）』、『
薔
薇
物
語
』『
グ

レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
集
』
な

ど
、
本
学
が
誇
る
所
蔵
写

本
の
解
説
を
行
っ
た
∥
写

真
㊧
。

池
上
公
平
・
共
立
女
子

大
教
授
の
演
題
は
「
レ
オ

ナ
ル
ド
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
」
。
優
れ
た
芸
術
家
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
驚
異
的

な
成
果
を
残
し
た
二
人
の

活
動
を
た
ど
る
と
と
も

に
、相
違
点
を
考
察
し
た
。

最
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

音
楽
の
源
泉
と
言
わ
れ
る

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
テ
ー

マ
に
、
「
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ

の
家
」
宗
教
音
楽
研
究
所

の
橋
本
周
子
さ
ん
が
講
演

し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
で

歌
わ
れ
て
き
た
グ
レ
ゴ
リ

オ
聖
歌
の
発
祥
と
歴
史
を

た
ど
り
、
ど
の
よ
う
に
し

て

聖

書

の

こ

と

ば

を

�
歌
�
と
し
て
響
か
せ
て

い
っ
た
の
か
、
当
時
の
写

字
生
が
書
き
記
し
た
写
本

を
見
な
が
ら
解
説
。
聖
歌

に
秘
め
ら
れ
た
精
神
を
探

り
、
聖
歌
隊
の
合
唱
も
披

露
さ
れ
た
∥
写
真
㊨
。

６
講
師
が
講
演

経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

の
公
開
講
座
が
５
月
３０
日
～

７
月
１１
日
の
毎
週
土
曜
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
統
一
テ
ー
マ
は
「
国

際
金
融
危
機
と
新
興
国
」。延

べ
６
３
１
人
が
参
加
し
た
。

第
１
回
は
大
橋
英
夫
経
済

学
部
教
授
が
「
国
際
金
融
危

機
と
中
国
経
済
」
を
講
演
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
の

マ
イ
ナ
ス
成
長
の
中
で
も
６

％
以
上
の
成
長
率
を
も
つ
中

国
経
済
の
行
方
や
日
本
、
米

国
な
ど
世
界
経
済
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

２
回
目
以
降
の
テ
ー
マ
と
講

師
は
次
の
通
り
。

▽
６
月
６
日
「
国
際
金
融

危
機
と
地
球
温
暖
化
問
題
―

各
国
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
に
つ
い
て

―
」
泉
留
維
准
教
授
▽
１３

日
「
急
変
す
る
世
界
穀
物

市
場
―
ロ
シ
ア
は
恒
常
的

輸
出
国
た
り
う
る
か
―
」

野
部
公
一
教
授
▽
２０
日

「
変
動
す
る
国
際
石
油
エ

ネ
ル
ギ
ー
市
場
―
中
東
産

油
国
と
国
際
収
支
不
均
衡

―
」
小
島
直
教
授
▽
７
月

４
日
「
国
際
金
融
危
機
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
―
ア
ジ
ア
に
お
け

る
諸
相
―
」
飯
沼
健
子
准
教

授
▽
１１
日
「
ポ
ス
ト
新
自
由

主
義
―
中
南
米
の
課
題
―
」

狐
崎
知
己
教
授

公
開
講
座
「
Ｔ
ｈ
ｅ
寺
子

屋
Ⅶ
」
（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
主
催
）
が
５
月

２３
、
３０
日
、
６
月
６
日
の
３

日
間
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。

テ
ー
マ
は
「
近
世
・
近
代

の
古
文
書
を
読
む
」
。
西
坂

靖
文
学
部
教
授
（
近
世
）
、

新
井
勝
紘
文
学
部
教
授
（
近

代
）
ら
古
文
書
解
析
の
専
門

家
が
独
自
の
研
究
を
基
に
解

説
。
全
４
講
座
を
、
延
べ
２

４
７
人
が
聴
講
し
た
。

５１
回
目
と
な
る
「
育
友
会

支
部
懇
談
会
」
が
全
国
６７
支

部
（
６４
会
場
）
で
開
催
さ
れ

る
。
詳
細
は
「
支
部
懇
談
会

ガ
イ
ド
２
０
０
９
」
で
。

ま
た
、
帯
広
・
松
本
・
札

幌
・
高
知
・
那
覇
・
沼
津
・

長
岡
・
岐
阜
・
博
多
の
９
会

場
で
は
終
了
後
、
受
験
生
と

保
護
者
の
た
め
の
進
学
相
談

会
も
行
わ
れ
、
在
学
生
の
父

母
と
大
学
ス
タ
ッ
フ
が
、
相

談
に
応
じ
る
。

□問
育
友
会
事
務
局
☎
０３

（
３
２
６
５
）
６
２
９
９

現
代
日
本
の
社
会
問
題
を
集

約
す
る
「
格
差
社
会
論
」
。
本

書
は
、
「
格
差
社
会
と
統
計
」に

関
す
る
３
編
（
人
口
・
労
働
、
生

活
・
福
祉
、地
域
・
環
境
）
１３
章

に
わ
た
る
多
様
な
テ
ー
マ
か
ら

構
成
さ
れ
、
現
局
面
で
展
開
さ

れ
て
い
る
社
会
の
格
差
構
造
を

分
析
し
、
そ
の
実
態
を
解
明
す

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。

福
島
教
授
執
筆
の
第
９
章

「
格
差
・
貧
困
社
会
と
社
会
保

障
」
は
、
「
格
差
社
会
」
論
が

「
貧
困
社
会
」
論
へ
と
深
化
し

た
こ
と
を
指
摘
し
、
日
本
の
社

会
保
障
と
生
活
設
計
の
枠
組
み

の
変
化
を
取
り
上
げ
、
貧
困
の

諸
相
を
概
観
し
て
い
る
。
第
６

章
「
年
金
格
差
と
高
齢
者
の
貧

困
」
を
唐
鎌
直
義
経
済
学
部
教

授
が
執
筆
し
て
い
る
。
（
北
海

道
大
学
出
版
会
・
本
体
３
０
０

０
円
＋
税
）

編
著
者
（
ふ
く
し
ま
・
と
し

お
）
経
済
学
部
教
授
。
担
当
は

経
済
統
計
学
ほ
か
。

国
際
経
済
学
科
公
開
講
座

「言語・文化研究センター」公開講座

グレゴリオ聖歌

「
国
際
金
融
危
機
と
新
興
国
」

現
代
社
会
と
統
計
２

近
世
・
近
代
の
古
文
書
を
読
む

格
差
社
会
の

統

計

分

析

ヨーロッパ芸術の魅力を紹介

「
Ｔ
ｈ
ｅ
寺
子
屋
Ⅶ
」開
講

大橋英夫教授

レオナルドとミケランジェロ

福
島

利
夫
ほ
か
編
著

文部科学省オープン・リサーチ・センター整備事業

▶

西
坂
靖
教
授

▲ 泉留維准教授の講演（６月６日）

育
友
会
支
部
懇
談
会

全
国
６７
支
部（
６４
会
場
）で
開
催

中世写本

▶

『
育
友
』最
新
号

望月 俊男ネットワーク情報学部講師が

「Best Technology Design Paper Award」を受賞

一ノ宮 士郎経営学部准教授が２つの賞を受賞

（２）２００９年（平成２１年）７月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４６６号




